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セッションの到達目標

1. アクティブ・ラーニングの基本的な考え方を
説明することができる。

2. アクティブ・ラーニングを自身の授業に
組み込むことができる。
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アクティブ・ラーニング

文部科学省（2012）中教審答申用語集

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、
学修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・
学修法の総称。

学修者が能動的に学修することによって、認知的、
倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎
用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学習、
体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内でのグ
ループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワーク
等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。
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アクティブ・ラーニング

溝上慎一（2014）

一方向的な知識伝達型講義を聴くという(受動的)
学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習
のこと。

能動的な学習には、書く・話す・発表するなどの活動
への関与と、そこで生じる認知プロセスの外化を伴う。

溝上慎一（2014）「アクティブラーニングと教授学習パラダイムの転換」
※溝上は「アクティブ・ラーニング」ではなく「アクティブラーニング」を用いている。
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教員による一方向的な知識伝達とは異なり，
課題演習，質疑応答，振り返り，グループワー
ク，ディスカッション，プレゼンテーション等を取り
入れることにより，学生自らが考え抜くことを教員
が促し，学生の能動的な学習を促進させる双方
向の教授・学修のこと。

2014年5月21日大学教育委員会承認

徳島大学のアクティブ・ラーニング
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定義からわかること

すべての定義に共通すること

一方的な知識伝達型の講義とは異なる

学習者が能動的に学習する（学生自ら学ぶ）

さまざまな方法がある（演習、プレゼン、ディスカッション・・・）

特徴（わかること）

教授・学習の形態のことである

– 内容や質を問うものではない（手段にすぎない）

全く新しいものではない

– 演習、実験、実習、実技など、以前から行われてきた手法
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なぜ、アクティブ・ラーニングが推進されるか

社会の変化・多様化
少子高齢化、環境問題、グローバルな課題などが山積している

将来の予測が困難→必要な知識も変化が激しい

 AIなどの技術の進歩が速い→単純な仕事は取って代わられる

専門知識以外の能力も求められるようになった
学士力、人生100年時代の社会人基礎力など、（〇〇力）

学力の3要素：「知識・技能」、「知識の活用（思考力・判断力・
表現力）」、「主体的態度（主体性・多様性・協働性）」

アウトカムベースの質保証が求められるようになった
 「教員が何を教えたか」よりも、「学生が何を学習したのか」を重視。

学位プログラムなどの学習成果の可視化が求められる。
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アクティブ・ラーニングに期待される効果

学習意欲の喚起
学生の学習活動に変化が加わること、他の受講生との関りを
持つことで、学習意欲を高めるための刺激が期待できる。

知識の習得・理解の促進
深く理解することができる（書く、話すなどを通して）

自身の理解度の確認（課題を解く、振り返りなどを通して）

幅広い能力の育成
既存の知識を活用する能力

汎用的な能力（コミュニケーション力、プレゼン力など）

「学び方」を学ぶことができる

中井俊樹編著（2015）「アクティブラーニング」
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アクティブ・ラーニングに期待される効果

学習意欲の喚起
学生の学習活動に変化が加わること、他の受講生との関りを
持つことで、学習意欲を高めるための刺激が期待できる。

知識の習得・理解の促進
深く理解することができる（書く、話すなどを通して）

自身の理解度の確認（課題を解く、振り返りなどを通して）

幅広い能力の育成
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「学び方」を学ぶことができる

中井俊樹編著（2015）「アクティブラーニング」

ただし、
「アクティブ・ラーニング」は、成果を保証
するものではない。

授業の目的・目標・内容に合った
教授法を選択することが大切！
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アクティブ・ラーニングの失敗

形式主義
学問の文脈に合っていない方法を実践する

学生のスキル（知識・技能）に合っていない

「活動」にのみ焦点が当てられ「学び」がない

「活動」のための事前、事後の計画がなされていない

「評価」が適切に行われていない

目的の転移
アクティブ・ラーニングを導入することを目的にしない

ただし、失敗は決して悪いものではない！！

–経験しなければ知りえなかったこともたくさんある

亀倉正彦（2016）「失敗事例から学ぶ大学でのアクティブラーニング」
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アクティブ・ラーニングの課題

学習内容の厳選
授業で取り扱う内容の厳選

授業外学習の有効活用

積極的に受け入れない学生
楽に単位がほしい、苦手、慣れていない、特別な配慮

授業の運営スキル
授業設計、評価、ファシリテーター、事前準備

組織的な課題
カリキュラム、学習環境、TA予算の確保、FDの充実

中井俊樹編著（2015）「アクティブラーニング」
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組み合わせて授業を設計する

講義とアクティブ・ラーニング

講義
アクティブ・
ラーニング

1.アクティブ・ラーニングの基本

知識の習得・理解
学習意欲の喚起
幅広い能力の育成

知識の伝達には
効果的な手法！
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授業の目的・目標・内容に合わせて
授業構成を考えることが大切！

講義とアクティブ・ラーニング

講義
アクティブ・
ラーニング
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アクティブ・ラーニングを行う上で大切なこと

試行錯誤する（試しにやってみる）
どんな学生、どんな授業でも成果が上がるという
万能な方法は存在しない。トライ＆エラーを繰り返す。

多くの事例を知る（FDや他の教員との情報共有）
さまざまな授業方法の特徴やメリット・デメリット等の
情報を知っておくこと。

教育の知識やスキルを身につける（FDなどで）
インストラクショナルデザインの知識

学習に関する理論、新しい教育方法やツール
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学内の教員が実践
している取組を
75事例公開中!!

（2021年7月1日現在）

オンライン授業の事例も掲載！
 オンデマンド教材で学生を集中させる
 オンライン授業で学生に発表させる
 オンライン授業で学外講師を招聘 など

高等教育研究センター
教育改革推進部門
ホームページを見てください!!

https://www.tokushima-u.ac.jp/highedu/reform/univ-only/card/（2021.7.1）

2.アクティブ・ラーニングを授業に組み込む

アクセスしてください→
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https://www.tokushima-u.ac.jp/fs/2/3/5/0/7/9/_/_________________________Tips.pdf（2021.7.1）

2.アクティブ・ラーニングを授業に組み込む

アクセスしてください↓
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オンライン授業実践ガイド （大阪大学 全学教育推進機構教育学習支援部HP）

https://www.tlsc.osaka-
u.ac.jp/project/onlinelecture/top.html

（2021.7.1）

アクセスしてください↓
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